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Manila)以外 に も,南 タガログ (Southern Tagalog)地方,西,北,南 の各 ミンダナオ
(Mindanao)地方の4地方において,人口増加率は3.2-4.6%と全国平均を大きく上回ってい








人口増加率 純移住者数 男性比率 人口増加 人口増加率 純移住者数 男性比率 人口増加
(%) (人) (%) 寄与率 (%) (人) (%)
マニラ首都圏 4.6 67,198 16.2 6.7 3.5 174,100 29.3 18.2
イロコス 1.8 -41,070 48.4 -14.7 1.6 -51,990 45.7 -19.1
カガヤン 2.7 -4,148 5.4 -1.7 2.7 -2,949 -44.3 -1.0
中部ルソン 3.1 26,931 54.4 4.5 2.6 9,589 28.3 1.6
南タガログ 3.2 20,383 75.6 2.7 3.2 68,394 57.2 7.6
ビコール 1.5 -31,585 40.0 -13.9 1.7 -62,346 39.8 -22.0
西ビサヤ 2.8 -15,879 32.5 -3,0 1.7 -72,013 41.3 -19.0
中央ビサヤ 2.2 -38,706 43.6 -10.9 2.2 -63,230 46.2 -15.8
東ビサヤ 1.8 -5,042 8.2 -2.3 1.5 -70,884 40.4 -35.5
西 ミンダナオ 1.9 -22,867 48.0 -12.8 4.2 -9,064 42.4 -1.9
北 ミンダナオ 3.5 35,985 53.3 10.0 3.5 35,720 57.8 8.0
南 ミンダナオ 4.3 27,357 51.3 5.4 4.2 26,937 56.5 4.3


























①マニラ首都圏 ②イロコス ③カガヤン ④中部ルソン ⑤南タガログ




の受入れが進んでおり,人口増加率 も高 くなっている｡5)っまり,地図 1でいえば,移住者送










さらに,治安の悪化 も移住者送 り出し圧力の高さに関連している｡ フィリピン農村では,農



































1981 1982 1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989 1990
全 産 業 88.14 87.73 97.03 99.15100.00104.01105.02108.57110.34113.79
17,452 81 1,841 420 169 794 -200 720 392 683
農林水産業 92.06 91.98 101.88100.43100.00106.09102.50102.29101.59105.02
8,928 -8 960 -140 -42 591 -819 -20 -68 333
製 造 業 94.02 91.58 98.18100.4710.00 99.ll107.12116.44119.56113.84
1,807 -66 146 44 -9 -17 154 179 -60 -110
サービス業 86.85 85.74 93.43 93.43100.00103.17106.25112.29116.55123.83























1981 1982 1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989 1990
全 国 8.7 9.4 7.9 10.6 11.1 11.1 9.1 8.3 8.4 8.1
都 市 12.1 14.1 12.2 15.8 16.5 17.9 13.6 12.3 11.7 11.6
地 方 7.2 7.2 6.0 7.5 7.8 6.9 6.4 5.9 6.4 6.0































































実数 構成比 実数 構成比
漁獲トン数 311,359 26.7% 854,236 73.3% 1,165,595
雇用者人数 45,091 3.6 1,218,429 96.4




































実数 構成比 実数 構成比 営業的 生業的
漁獲トン数 23,650 38.4% 37,87461.6%
雇用者人数 2,873 9.1 28,84491.0





?? ? ? ??? ?????
出所 :1980ccnsusofFishe血 ,RegkmZV,Sou肋em TLqaLog. BureauofFisheriesand
AquaticResources,QuezonCity.表2より作成｡
































町ポー ト･バー トン (PortBarton)沖合いに浮かぶ小島アルバギン (Albaguin)を主な調査地と




















る乗 り合いジープで4時間半かか りサンビンセンテ町 (1990年人口 1万7,795人)ポー ト･
バー トン (人口5,581人)に至 り,そこから動力漁船で30分,小島アルバギン南岸に位置する
支村アルバギンに着 く｡
支村の世帯数は60戸,そのうち支村生まれの世帯主は1人しかいないという移住者の集落で






























表6 時期別の移住世帯者数 (単位 ;人)
① ② ③ ④ @
時期 移住者数 時期 移住音数 時期 移住者数 時期 移住者数 時期 移住者数
1964 15 1971 2 1980 2 1985 3 1990 6
1966 2 1975 1 1981 3 1986 6 1991 2
1967 2 1982 5 1987 3
1968 1 1983 3 1988 8
1969 2 1984 2 1989 4
小計 9 3 15 24 8
構成比(%)15.3 5.1 24.5 40.7 13.6
出所 :1991年4-5月の筆者の実態調査に基づ くデータより作成｡
注∴ 移住世帯主 (男性58人,女性 1人)の移住時期を,①1964-69年,②1970-79年,③
1980-84年,(彰1985-89年,(91990-91年の6期間に分け,移住者人数を記載 した｡
構成比(%)は,全移住世帯主に対する当該期間中の移住数｡
表 7 移住者の出身地 (単位 ;人,括弧内左 :男性,右 :女性)
移住時期 G) ② ③ ④ (9 合 計 構成比 (%)
出身地区分
カルバヨグ市 (9,4) (2 , 1) (14,9) (20,18) (7,5) (52,37) (89.7, 82.2)
サマール島内他町 (1,0) (1,0) (1.7,0.0 )
他のビサヤ諸地方 (2,3) (2,3) (3.4,6.6)
パラワン州 (0,1) (0,1) (0.0, 2.2 )
マニラ首都圏 (0,1) (1,0) (1.7, 0.0 )
その他 (2,2) (1,1) (3,3) (5.2, 6.6)
出所 :表 6と同じ｡
注 : 移住時期①～⑤は､表6と同じ｡男性移住世帯主58人とその配偶者 (妻),女性移住世帯主 1
人の出身地を,確認できたものについて,男女別に記 した｡出身地区分のサマール島内他町は,
カタルマン (Catm an)町｡他のビサヤ諸地方には,イロイロ (Iloilo)州 :(1,1),セブ州 :(0,
1),ボホール (Bohol)州 :(1,1)が含まれる｡パラワン州は,ロハス (Roxas)町｡その他には,

















































しか し,客観的にみると,交通,流通などのプル要因も指摘できる｡ 例えば,ポー ト･バー
トン～プエル ト･プリンセサ市の間の道路が完成 したのは1980年で,1991年 5月現在で も,大
半は未舗装のままである｡ つ まり,漁獲 を消費地プエル ト･プリンセサ市に結び付けることが
で きるようになったのは,1980年以降のことなのである｡また,海上交通によって,支村アル
バギンの漁獲が大消費地マニラと本格的に結ばれたのは,1985年に,北パラワン漁業開発プロ
ジェク ト (NPFDP:NorthPalawanFisheryDevelopmentProject)が,アルバギン島北 10km の









① ② ③ @ G) 合計 構成比(%)
男性夫婦組 3(20.3) 1(60.0) 7(43.1) 21(43.5) 7(35.1) 39(40.6) 67.2
単身者 2(20.0) 1(20.0) 4(28.3) 3(23.0) 1(22,0) ll(24,0) 19.0
家族員 4 (9.3) 0 4(16.5) 0 0 8(12.1) 13.8
合 計 9(15.3) 2(40.0) 15(32.1) 24(40.9) 8(33.5) 58(33.5) 100.0
女性夫婦観 4(21.2) 1(50.0) 7(38.6) 21(38.1) 7(33.6) 40(36.4) 85.1
単身者 0 0 1(19.0) 2(18.5) 1(22.0) 4(19.5) 8.5
































を占めるが,20歳代は9人 (19･2%),30歳代13人 (27.6%),40歳代10人 (21.3%),50歳代
表9 移住時の男女別年齢階層 (単位 ;人)
男 性 年齢階層 女 性合計 G) ㊨ (卦 ② ① ① (診 ③ ④ (9 合計
l l 65-69 0
6 1 3 1 1 60-64 l l
l l 55-59 1 1 2
4 2 2 50-54 1 1 2
2 1 1 45-49 2 5 7
4 2 1+1 40-44 2 1 3
8 1 6 1 35-39 1 2 1 4
4 1 2 1 30-34 1 2 6 9
7 2 3 1+1 25-29 1 3 3 8
12 1+1 +3 +2 +1 3+1 20-24 1 +1 2
4 十十3 十1 15-19 3 十1+2+1 1 8
3 ++1 ++2 10-14 ++1 ++1 2
2 十十2 5-9 0


















































(全世帯 の41.7%)で, 1世帯当た り0.1-5
ha(平均保有面積 1.7ha),カグニ ッパ島を含
めたココヤシ栽培は4世帯 (6.7%)で 0.5-6
ha (平 均 2.3ha), カ ソ イ 栽 培 は 8世 帯
(13.3%)で 0.5-5ha (平均 1.8ha),ニワ ト
リの飼育は30世帯 (50.0%)で 1-80羽 (平均




現金収入 を目的 とする場合で も,小規模なた
め,主な収入 を農業に依存する世帯 (農業世帯)
表10就業構造
世 帯 区 分 世帯主数実数 構成
漁業世帯 47 78.3%
モ トー ル世帯 (14) (23.3)
サカヤン世帯 (25) (41.7)























なわち,住民が保有す る漁船 は,動力船のモ トール (motor)15隻 と無動力船のサカヤ ン
(sakayan)40隻で, ともに竹製のアウ トリガーを両舷に張出した木製カヌーである｡ 全長 5
メー トルの標準的モ トールは,乗員 1-3人,20分から1時間ほど離れた沖合で漁をする｡ ま















ここで,モ トー ルを保有する世帯をモ トー ル世帯と名づけると,これは表10のように,14戸
(全世帯の23.3%)にとどまっている｡ 他方,サカヤンのみを所有する漁業世帯,すなわちサ
カヤン世帯は,支村の中で最も大きな比重を占め,25戸 (全世帯の41.7%)に達 している｡ ま
た,漁船を所有せず,船主に雇われて漁をしている漁業労働者世帯は,モ トー ルで働 くモ トー


























































14 25 7 1 6 1 1 4 59 1(対.0 35.6
13(刀.0 31.6 75.0 0 -68.4 -75.0 0 300.0
出所 :表6と同じ｡
注 : 記載した移住者は,表6と同じ移住世帯主｡移住前後の職種の略号は以下の通り｡
M :モトー ル世帯 S:サカヤン世帯 M労 :モトー ル労働者世帯
S労 :サカヤン労働者世帯 酒:地酒作り 製造 :靴工場労働者 商店:売子













































時系列的には,同じく表11より,初期に移住 した者にモ トー ル世帯が多く,後期になるほ
ど,サカヤン世帯,農家を継承する者が増加してくる｡もちろん,移住者が初めからモ トー ル







し,あるいはNPFDPの融資を受け,モ トー ルを所有するに至っている｡ ただし,初期 (1970
年代まで)の移住者が就業を上層に転換するためには,移住から20年ほど必要であったが,級
期 (1980年代以降)になると,サカヤン世帯でも数年のうちに,モ トー ル世帯に上昇している
















手釣 りである｡出漁時間は,モ トー ルが早朝の1回3時間,フィッシュ･ポートが早朝か夕方
発で翌々日までの3日間,サカヤンが早朝,夕方の2回である｡ そして,漁獲は氷を入れた発
砲スチロールの箱 (アイス ･ボックス)に入れて保存し,モ トー ルでは,1箱分ほど集まった
段階で,ポート･バートンに運搬し,そこの仲買人に販売する｡28)
また,フィッシュ･ポートによる長期間の巻き網漁の場合,漁獲量の5-10%程の低級魚や
小魚を自家消費にまわす以外,大中型魚は全て,モ トー ルで30分かけアルバギン島北西 10kn


















のまま,モ トー ル世帯を兼ねる村内仲買人に売却する｡ サカヤンの夜間素潜 り漁も,ケロシン





営 になる村内仲買人に依存 していることとは,バシラン州 イサベ ラ町,北カマ リネス






報酬体系である｡ つまり,乗員3人のモ トールで,各自が刺網を使った場合,漁船 1隻への帰




















ト･バートンで10-12ペソ,プエル ト･プリンセサ市で20-25ペソである｡ そして,出漁 1回










トローリング漁を含め,ディーゼルを10ガロン (420ペソ),モ トー ルで1回出漁すると,ガソ
リンを1ガロン (75ペソ)消費する｡さらに,エンジン潤滑油を1週間で,モ トー ル半ガロン
(1ガロン49ペソ),フィッシュ･ポート1ガロンを加えなくてはならない｡したがって,1週
間の燃料費は,フィッシュ･ポートが過1回 (3日間の出漁)で469ペソ,モ トー ルが週6回
の出漁で474.5ペソとほほ同額 となる｡ また,魚を保有する氷は,船主の負担になり,アイ
ス ･ボックス当たり160ペソで,これで3日から1週間分である｡























































































に向かうモ トールに便乗して飲料水を運搬するのが一般的である｡つまり,モ トー ルを所有し
ていなくとも,それにただ乗りをして,飲料水を自宅に持ち帰ることができるのである｡
しかし,サカヤン世帯が,モ トー ルをただ乗りし,ポート･バートンで,魚を売却すること



















































第3に,貧困に関連して,所得分配の公正の問題がある｡ 同じ漁師であっても,モ トー ル船
主と漁業労働者では漁業所得に大きな格差が存在し,さらに,営業的漁業の場合とは異なっ
て,生業的漁業では,漁業労働者に,労働法の保護が及ばない｡37)もちろん,支村アルバギン
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